
【特集】　滋賀県のオーガニックビレッジの取組
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
と
は
？

　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
と
は
、
有
機
農
業
の
生
産
か
ら
消
費
ま

で
一
貫
し
、
農
業
者
の
み
な
ら
ず
事
業
者
や
地
域
内
外
の
住
民
を
巻

き
込
ん
だ
地
域
ぐ
る
み
の
取
組
を
進
め
る
市
町
村
（
先
進
的
な
モ
デ

ル
地
区
）
の
こ
と
で
す
（
令
和
７
年
12
月
26
日
時
点
で
、
１
５
４
市

区
町
村
）。

　
県
内
で
は
令
和
４
年
度
に
甲
賀
市
が
、
令
和
７
年
度
に
近
江
八
幡

市
と
日
野
町
が
、令
和
８
年
度
に
東
近
江
市
が
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
滋
賀
県 

農
政
水
産
部 

み
ら
い
の
農
業
振
興
課

　

E-m
ail

：kankyo-kodaw
ari@

pref.shiga.lg.jp

図１　オーガニックビレッジの取組のイメージ
（出典：農林水産省ホームページ）

甲
賀
市
の
取
組（
主
な
対
象
品
目
：
茶
等
）

　
甲
賀
市
産
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
茶
の
認
知
度
向
上
の

た
め
に
市
内
小
学
校
へ
の
甲
賀
市
産
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

茶
の
提
供
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
費
者
ニ
ー

ズ
解
明
の
た
め
に
市
場
調
査
・
結
果
分
析
も
実
施

し
ま
し
た
。

近
江
八
幡
市
の
取
組（
主
な
対
象
品
目：水
稲
や
野
菜
等
）

　
座
談
会
や
講
習
会
の
実
施

等
を
通
じ
た
生
産
者
が
安
心

し
て
有
機
農
業
生
産
に
取
り

組
め
る
土
台
作
り
や
、P
R・

食
育
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
消
費

者
意
識
の
醸
成
等
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

日
野
町
の
取
組（
主
な
対
象
品
目：水
稲
等
）

　
栽
培
か
ら
消
費
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
P
R
で
き
る
『
売
れ
る
米

づ
く
り
』
を
推
進
し
、
学
校
給
食
で
の
有
機
米
試
験
導
入
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
有
機
農
産
物
の
消
費
増
に
向
け
た
P
R
活
動

等
も
進
め
て
い
ま
す
。

東
近
江
市
の
取
組

（
主
な
対
象
品
目：水
稲
等
）

　
有
機
農
業
研
究
会
の
開
催
や
有
機
J
A
S

認
証
取
得
の
支
援
等
に
よ
る
生
産
支
援
を
行

い
、
有
機
農
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
開
催
や
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
に
よ
り
市
民
理
解

促
進
を
進
め
て
い
ま
す
。

図３　近江八幡市の有機水稲ほ場

図４　日野町の有機水稲ほ場
図５　東近江市の有機水稲ほ場での

除草機実演会の様子 図２　甲賀市の茶産地
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「
集
落
営
農
」か
ら
始
ま
っ
た「
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
」

　
平
成
25
年
２
月
、「
集
落
み
ん
な
が
一
つ
の
農
家
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
設
立
し
た
農
事
組

合
法
人
フ
ァ
ー
ム
か
な
や
（
以
下
「
フ
ァ
ー
ム
」
と
い
う
。）
で
は
、
集
落
地
先
に
オ
ー
プ

ン
し
た
道
の
駅
「
せ
せ
ら
ぎ
の
里
こ
う
ら
」
で
地
元
農
産
物
の
加
工
品
を
販
売
し
て
み
た
い

と
い
う
女
性
組
合
員
の
何
気
な
い
想
い
か
ら
６
次
産
業
化
の
取
組
を
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
甲
良
町
や
県
か
ら
様
々
な
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
約
20
名
の
女
性
が
話
し
合
い
、

準
備
を
進
め
、
平
成
30
年
９
月
に
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
お
だ
い
ど
こ
野
幸
」
を
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　
「
野
幸
（
や
さ
ち
）」
と
い
う
名
前
は
、古
く
か
ら
金
屋
集
落
に
伝
わ
る
「
千
草
（
ち
ぐ
さ
）

盆
」
と
呼
ば
れ
る
お
祭
で
金
山
（
か
な
や
ま
）
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
野
菜
や
草
花
の
作
り
物

「
ヤ
ッ
サ
」
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
金
屋
の
伝
統
行
事
と
、
加
工
部
が
目
指
す
四
季
折
々

の
野
菜
等
を
使
用
し
た
カ
ラ
ダ
に
優
し
い
「
家
庭
の
味
」
と
を
掛
け
合
わ
せ
、「
お
だ
い
ど

こ
野
幸
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
犬
上
川
と
自
然
豊
か
な
こ
の
地
の
恵
み
に
感
謝
し
て
、
訪
れ
る
誰
も
が
癒
さ
れ
る
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
だ
わ
っ
た
「
家
庭
の
味
」

　
レ
ス
ト
ラ
ン
で
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
の
は
、
フ
ァ
ー
ム
で
栽
培
し
た
環
境
こ
だ
わ
り
米

「
き
ら
み
ず
き
」と
黒
豆
味
噌
の
お
味
噌
汁
、黒
豆
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
「
野
幸
コ
ロ
ッ
ケ
」

が
基
本
の
月
替
わ
り
の
２
種
類
の
ラ
ン
チ
で
す
。

　
フ
ァ
ー
ム
の
園
芸
部
門
や
近
隣
農
家
で
栽
培
さ
れ
た
季
節
の
野
菜
を
中
心
に
、
家
庭
の
味

に
ひ
と
手
間
加
え
た
メ
ニ
ュ
ー
を
毎
月
野
幸
メ
ン
バ
ー
で
考
え
て
い
ま
す
。

　
ラ
ン
チ
の
他
に
も
、
も
ち
米
・
大
豆
・
黒
豆
な
ど
を
使
っ
た
加
工
品
や
予
約
に
よ
る
お
弁

当
な
ど
も
製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
野
幸
メ
ン
バ
ー
自
身
が
「
美
味
し
い
、
嬉
し
い
、
楽
し
い
」
を
合
言
葉
に
、

地
域
住
民
や
お
客
様
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、「
食
と
農
」
に
関
わ
る
取
組
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
元
野
菜
と
環
境
こ
だ
わ
り
米
で
優
し
い
「
家
庭
の
味
」

執
筆
者
：
農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
か
な
や

代
表
理
事
　
鋒
山
　
茂
之

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
お
だ
い
ど
こ
野
幸

代
表
　
　
　
田
井
中
和
子

月替わりのランチ（野幸ランチ）

神社に奉納される「ヤッサ」

予約注文のお弁当

店内のイメージ

もち米や黒豆を使用した焼き菓子

お
問
い
合
わ
せ
先

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
お
だ
い
ど
こ
野
幸
」　

　
〒
５
２
２-
０
２
５
３　
滋
賀
県
犬
上
郡
甲
良
町
正
楽
寺
５
４
３

　
☎・Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
７
４
９-

２
０-

７
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７
７

　

Instagram

・Facebook　

Kanayanoyasachi

　

HP　

http://w
w

w
.yasachi-kanaya.com

地産
地消
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大
津
・
高
島
支
部

大
津
、高
島
の「
食
」の
現
場
に
こ
だ
わ
っ
て

　

こ
だ
わ
り
滋
賀
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
置
目
的

は
「
優
れ
た
自
然
環
境
や
琵
琶
湖
と
共
存
し
た

滋
賀
の
農
業
の
あ
り
方
や
食
に
つ
い
て
、
会
員
が

集
い
共
に
考
え
行
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
の

食
へ
の
安
心
感
の
熟
成
、
地
産
地
消
の
推
進
お
よ

び
滋
賀
県
農
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
大
津
・
高
島
支
部
で
は
、「
地
産
地

消
」「
地
元
農
家
、漁
業
家
の
応
援
」
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
悩
み
は
広
報
活
動

と
、「
大
津
・
高
島
支
部
」
で
あ
る
の
に
高
島
市

民
が
非
常
に
少
数
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
を
読
ん
で
下
さ
っ
て
い
る
高
島
市
民

（
勿
論
大
津
市
民
も
）
の
皆
さ
ま
、
一
緒
に
活
動

し
ま
せ
ん
か
？

今
年
度
第
一
回
の
活
動
（
6
/
21
）

「
琵
琶
湖
の
恵
み
を
知
っ
て　
料
理
し
て
み
よ
う
」

　

和
邇
漁
港
の
漁
師
駒
井

健
也
氏
に
お
願
い
し
、魞（
え

り
）漁
の
見
学
体
験
、お
よ
び

獲
れ
た
湖
魚
と
地
元「
ひ
ら

自
然
農
園
」の
有
機
野
菜
を

使
っ
た
調
理
実
習
を
行
い
ま

し
た
。湖
魚
に
関
す
る
お
話

を
聴
き
な
が
ら
の
試
食
会
は

格
別
で
あ
り
ま
し
た
。

　
秋
に
は「
お
く
ど
さ
ん
で

炊
い
た『
き
ら
み
ず
き
』の

試
食
会
」を
行
い
ま
す
。

　

ご
関
心
の
有
る
方
、参
加

希
望
の
方
、お
ら
れ
ま
し
た
ら

是
非
事
務
局
に
ご一報
を
！

湖
北
・
湖
東
支
部

支
部
だ
よ
り
　
初
春
～
春
本
番

３
月
29
日（
日
）苺
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
作
り

<
長
浜
市
さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン
>

　

初
春
、
こ
の
季
節
の
果
物
と
い
え
ば
「
イ
チ

ゴ
」。
こ
れ
ま
で
こ
の
時
期
に
は
、「
イ
チ
ゴ
」
に

関
わ
る
活
動
を
行
っ
て
き
た
。「
苺
狩
り
」「
苺
大

福
作
り
」で
あ
る
。
滋
賀
の
「
苺
」と
言
え
ば
「
み

お
し
ず
く
」。「
み
お
し
ず
く
」
を
使
っ
た
フ
ル
ー

ツ
サ
ン
ド
作
り
は
ど
う
だ
ろ
う
。
早
速
、
計
画
し

て
み
た
。

　
イ
チ
ゴ
の
他
に
、
バ
ナ
ナ
・
キ
ウ
イ
も
使
っ
た

豪
華
な
サ
ン
ド
だ
。
見
た
目
は
豪
華
だ
が
、
案
外

手
際
よ
く
で
で
き
た
。
味
は
ど
う
か
？
か
ぶ
り
つ

く
と
、
イ
チ
ゴ
の

果
汁
が
溢
れ
出
る
。

「
お
い
し
い
」
一

押
し
フ
ル
ー
ツ
サ

ン
ド
だ
。
こ
だ
わ

り
カ
フ
ェ
の
「
フ

ル
ー
ツ
サ
ン
ド
」。

お
い
し
い
よ
！

５
月
10
日（
日
）農
産
物
持
ち
寄
り
農
談
会

<
長
浜
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
>

　
新
し
い
年
度
に
な
っ
た
、春
で
あ
る
。冬
を
越
し

て
色
々
な
も
の
が
芽
吹
く
季
節
が
や
っ
て
き
た
。

こ
の
時
期
は
春
の
息
吹
に
感
謝
し
て
、農
談
会
(略

称
)を
、開
催
し
て
い
る
。今
年
も
春
の
恵
み
が
集

ま
っ
た
。筍・山
菜・春
の
野
の
恵
み
、た
く
さ
ん
集

ま
っ
た
。勢
ぞ
ろ
い
し
た
恵
み
を
見
な
が
ら
、献
立

を
考
え
調
理
し
、会
食
す
る
の
が
お
も
し
ろ
い
。

　
今
年
も
、「
食
」や「
農
」、「
環
境
こ
だ
わ
り
農
産

物
」に
つ
い
て
、楽
し
く
意
欲
的
に
学
べ
る
活
動
が

出
来
そ
う
で
す
。

今
後
の
活
動
計
画（
予
定
）

８
月　

�

伊
吹
山
獣
害
講
座
と
ソ
バ
打
ち
体
験

　
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

南
部
・
甲
賀
支
部

伝
統
と
次
世
代
へ
の
継
承

新
し
い
つ
な
が
り
と
人
材
育
成

　

今
年
度
南
部
・
甲
賀
支
部
で
は
、
若
年
者
の

方
に
滋
賀
の
農
業
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く

取
組
を
始
め
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
滋
賀
県
産
米
を
利
用
し
た
鮒
ず

し
づ
く
り
や
飯
の
ク
ッ
キ
ン
グ
。
団
体
会
員
様
と

連
携
し
こ
ど
も
た
ち
と
滋
賀
県
の
環
境
こ
だ
わ

り
農
産
物
の
紹
介
や
飯
を
用
い
た
ク
ッ
キ
ン
グ
を

し
ま
す
。

　

ま
た
、
秋

に
は
バ
ス
ツ

ア
ー
を
企
画

し
、
県
内
の

生
産
現
場
を

訪
ね
、
生
産

者
と
消
費
者

を
つ
な
い
で
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

東
近
江
支
部

放
置
竹
林
を
地
域
資
源
へ

�

竹
炭
づ
く
り
講
習
会
に
参
加

　
４
月
25
日
、近
江
八
幡
市
内
の
株
式
会
社
園
田

ふ
ぁ
ー
む
様
の
敷
地
に
て「
放
置
竹
林
の
有
効
活

用
」を
テ
ー
マ
に
竹
炭
づ
く
り
の
講
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
で
課
題

と
な
っ
て
い
る
放
置

竹
林
。そ
の
ま
ま
で
は

森
林
環
境
へ
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、

竹
を
竹
炭
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
で
、地
域

資
源
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
ら
せ
る
取
組
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

竹
は
成
長
過
程
で
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
ま

す
。そ
の
竹
を
炭
化
し
、土
壌
へ
戻
す
こ
と
で
炭
素

を
土
中
に
固
定
し
、C
O₂
削
減
に
つ
な
が
る
ほ

か
、土
壌
改
良
材
と
し
て
も
活
用
で
き
る
な
ど
、環

境
に
配
慮
し
た
循
環
型
の
取
組
に
な
り
ま
す
。

　
講
習
会
で
は
、専
用
の
炭
化
装

置
を
使
用
し
た
実
演
も
行
わ
れ
、

身
近
な
竹
か
ら

比
較
的
簡
単
に

竹
炭
を
作
る
方

法
を
学
び
ま
し

た
。地
域
の
竹

林
管
理
や
環
境

保
全
の
新
た
な

手
法
と
し
て
、

今
後
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
で
の
活

用
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

農談会調理完成

ニゴイはほとんど
流通に乗りません

農談会今日の食材

南部・甲賀支部
ホームページ

南部・甲賀支部
LINE公式アカウント

　
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
で
も
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

豪華なランチに
なりました

駒
井
氏
の
お
話
を

聴
き
な
が
ら

湖
魚
の
さ
ば
き
方

講
習
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事 務 局 か ら の お 知 ら せ

　こだわり滋賀ネットワークでは、４つの地域支部にて生産者と消費者をつなぐ活動を行う会員や、当ネッ
トワークの活動に興味のある方を対象として、滋賀県の「農」や「食」について学ぶ講座を開催しています。
　今年度２回目の講座について、お知らせします。
【講座内容】（東近江地域を訪問します。当日はバスでの移動となります。）
①�日野町役場：日野町では、令和８年１月にオーガニックビレッジ宣言をされました。また、「近江野菜 日

野菜」が地理的表示（GI）保護制度の認証を受けました。これらについて、説明いただきます。
②�あいとうエコプラザ 菜の花館：菜の花栽培から食用油の製造・廃油回収、BDF（バイオディーゼル燃

料）化までの地域循環「菜の花プロジェクト」などについて、学びます。
【開 催 日】 令和８年11月13日(金)
【定　　員】 28名
【受 講 料】 会　員3,500円/名（昼食代）
	 非会員4,050円/名（昼食代、研修代）

【集合場所】 JR近江八幡駅（南口）（11：00集合）
【解散場所】 JR近江八幡駅（南口）（17：30解散予定）
【そ の 他】
 ・�当日の交通状況等により、時間が前後する場合が

あります。
 ・�自宅から集合場所への交通費は、受講者負担とな

ります（復路も同様）。
 ・�当日は動きやすい服装でお越しください。また、託

児所等はありません。
 ・おひとりでの参加も大歓迎です。

【お申し込み】 お申し込みはこちらから▶▶▶

≪申込み期限≫
　（第１次受付） 令和８年10月  ９日(金)17時まで
　（第２次受付） 令和８年10月23日(金)17時まで
※�（第１次受付）で、定員に達しない場合、申込み期限を（第２

次受付）まで延長します。
※��令和８年10月30日（金）を目途に、お申込みいただいたす

べての方に参加の可否をお知らせします。
【お問い合わせ】
　こだわり滋賀ネットワーク事務局
　（滋賀県 みらいの農業振興課内）
　　TEL：077-528-3895　FAX：077-528-4882
　　E-Mail：kankyo-kodawari@pref.shiga.lg.jp

　今回の特集は、滋賀県のオーガニックビレッジの取組です。聴き慣れない
かもしれませんが、有機農業の拡大に資する、意義のある取組です。知っ得講
座にも参加いただき、学びを深めていただけますと幸いです。� （K）

こだわり滋賀ネットワーク事務局
〒520-8577 
滋賀県大津市京町4-1-1　滋賀県 農政水産部 みらいの農業振興課内

【TEL】077-528-3895　【FAX】077-528-4882
【E-MAIL】kankyo-kodawari@pref.shiga.lg.jp

公式ブログ
「惣～つながるブログ」 公式Instagram 公式X公式Facebook

編 集 後 記

こだわり滋賀ネットワーク正会員募集中！
私たちと一緒に滋賀県の農や食を応援しませんか♪

正会員：本組織の目的に賛同する個人および団体
（年会費：団体1口以上［1口5,000円］、個人1口以上［1口1,000円］）
　正会員には、年２回、滋賀の農や食の情報が満載のこだわり滋賀
ネットワーク広報誌「こだわり。」と県内の農や食に関する様々な情
報をお届けします。また、こだわり滋賀ネットワークの活動に優先
して参加いただけます。

こだわり滋賀ネットワークに入会希望の方は、HPから入会申込
書をダウンロード頂き、FAX、郵送またはE-Mailで事務局までお
送りください。
こだわり滋賀ネットワーク事務局 FAX 077-528-4882

滋賀の「農」と「食」を一緒に学んでみませんか？
令和8年度 第２回 滋賀の農業まるごと知っ得講座 受講者募集中！令和8年度 第２回 滋賀の農業まるごと知っ得講座 受講者募集中！


